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はじめに

『Sun N1™ Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート
(Windows 2000 Plug-In 2.0)』では、Sun N1 Service Provisioning Systemをインス
トール、構成、および使用することにより、Windows COM、COM+、Internet
Information Services (IIS)のファイルやアプリケーションをプロビジョニングする方
法について説明します。

対象読者
このマニュアルは、Windows 2000ファイルおよびアプリケーションを Sun N1
Service Provisioning Systemソフトウェアを使用して取得し配備しようと考えている
Sun N1 Service Provisioning Systemソフトウェアのシステム管理者およびオペレータ
を対象にしています。対象読者は、次の知識があることを前提とします。

� Sun N1 Service Provisioning System製品
� 標準の UNIX®およびMicrosoft Windowsコマンドとユーティリティ
� Windows 2000、COM、COM+、および IISに関連する一般的な概念

お読みになる前に
Sun N1 Service Provisioning Systemソフトウェアの使用経験がない場合は、次のマ
ニュアルの一読をお勧めします。

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1オペレーションとプロビジョニングガイ
ド』
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� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1リリースノート』

このマニュアルの構成
第 1章では、Windows 2000プラグインの概要について説明します。

第 2章では、Windows 2000プラグインに関する最新のニュースや問題について説明
します。

第 3章では、Windows 2000プラグインのインストールと構成の方法について説明し
ます。

第 4章では、Windows 2000プラグインと共に提供される特定のコンポーネントやプ
ランの使用方法について説明します。

関連する Sun以外のWebサイトの参照
このマニュアルで参照されている Sun以外の URLには、関連する情報が提供されて
います。

注 –このマニュアルで説明するサン以外のWebサイトの利用については、サンは責任
を負いません。サンは、これらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれら
のサイト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広告、製品、あるいは資料に関
して一切の責任を負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由
して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って実際
に発生した (あるいは発生したと主張される)いかなる損害や損失についても、Sunは
一切の責任を負いません。

8 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (Windows 2000 Plug-In 2.0) • 2005年 9
月



マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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第 1章

Windows 2000プラグインの概要

この章では、Sun N1 Service Provisioning Systemを使用したWindows 2000アプリ
ケーションのプロビジョニングについて説明します。この章では、次の内容について
説明します。

� 11ページの「Windows 2000プラグインの目的」
� 12ページの「Windows 2000プラグインに含まれる項目」
� 13ページの「Windows 2000プラグインの使用要件」

Windows 2000プラグインの目的
Sun N1 Service Provisioning Systemソフトウェアは、Windows Internet Information
Services (IIS)、COM、COM+アプリケーションがすぐに使用できる増強された機能を
提供します。アプリケーションはWindows 2000システムから取得し、このアプリ
ケーションをどのように構成するかを厳密に選択できます。また、アプリケーション
をスタンドアロン環境、管理対象環境、またはクラスタ化したWindows 2000環境に
配備できます。

Microsoft Windows IISについては、http://www.microsoft.com/
resources/documentation/iis/6/all/proddocs/en-us/iiswelcome.mspx
を参照してください。
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Windows 2000プラグインに含まれる項
目
Windows 2000プラグインには、複数のWindows特有のコンポーネントタイプと、
定義済みのコンポーネントおよびリソースファイルが含まれており、簡単にWindows
IIS、COM、および COM+アプリケーションを取得、構成、および配備することがで
きます。Windows 2000プラグインには、次の項目が含まれます。

3_0_1/resources/com/sun/windows/cmdInDir.bat
3_0_1/resources/com/sun/windows/cscriptInDir.bat
3_1_1/resources/com/sun/windows/IMSABOWrapper.dll
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/Batch File CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/COM Component CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/COMPlus CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/DSN CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/Global ISAPI Filter CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/IIS Application CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/IIS Global Settings CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/IIS Site CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/MSI CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/Metabase Base CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/Registry File CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/Registry Key CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/Website ISAPI Filter CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/compTypes/Windows Scripting Host CT.xml
fiji/components/com/sun/windows/simpleComps/jacozoom/21100220.LIC.xml
fiji/components/com/sun/windows/simpleComps/jacozoom/JacozoomContainer.xml
fiji/components/com/sun/windows/simpleComps/jacozoom/izmcomjni.jar.xml
fiji/components/com/sun/windows/simpleComps/jacozoom/izmjnicom.dll.xml
fiji/components/com/sun/windows/simpleComps/jacozoom/winutils.jar.xml
fiji/components/com/sun/windows/simpleComps/IMSABOWrapper.dll.xml
fiji/components/com/sun/windows/simpleComps/cmdInDir.bat.xml
fiji/components/com/sun/windows/simpleComps/cscriptInDir.bat.xml
fiji/components/com/sun/windows/simpleComps/plugin-win32.jar.xml
fiji/components/com/sun/windows/simpleComps/tmp_cmdInDir.bat.xml
fiji/components/com/sun/windows/simpleComps/tmp_cscriptInDir.bat.xml
fiji/components/com/sun/windows/sysServices/COMPlus SS.xml
fiji/components/com/sun/windows/sysServices/DSN SS.xml
fiji/components/com/sun/windows/sysServices/Metabase SS.xml
fiji/components/com/sun/windows/sysServices/Registry Key SS.xml
fiji/components/com/sun/windows/sysServices/Windows Services SS.xml
fiji/resources/com/sun/windows/plugin-win32.jar
fiji/resources/com/sun/windows/jacozoom/izmcomjni.jar
fiji/resources/com/sun/windows/jacozoom/winutils.jar
fiji/resources/com/sun/windows/jacozoom/21100220.LIC
fiji/resources/com/sun/windows/jacozoom/izmjnicom.dll
redmond/components/com/sun/windows/simpleComps/tmp_cmdInDir.bat.xml
redmond/components/com/sun/windows/simpleComps/tmp_cscriptInDir.bat.xml
redmond/resources/com/sun/windows/cmdInDir.bat
redmond/resources/com/sun/windows/cscriptInDir.bat
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Windows 2000プラグインの使用要件

配備サーバーの要件
Windows 2000プラグインを配備する予定のホストは、次の要件を満たす必要があり
ます。

オペレーティングシステム 正しいバージョンのオペレーティングシステム

ディスク容量 インストール製品用に約 236Mバイトの未使用記憶領
域が必要であり、約 170Mバイトの一時記憶域がイン
ストーラに要求されます。

RAM 256Mバイト (最小)、512Mバイト (推奨)

ターゲットホストの要件
Windows 2000ファイルおよびアプリケーションを配備する予定のホストは、適切な
バージョンのWindows 2000オペレーティングシステムを実行している必要がありま
す。

第 1章 • Windows 2000プラグインの概要 13
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第 2章

Sun N1 Service Provisioning System
Windows 2000プラグインのリリース
ノート

この章では、Sun N1 Service Provisioning System Windows 2000プラグインに関する
最新のニュースと既知の問題について説明します。

この章では、次の内容について説明します。

� 15ページの「インストール上の問題」
� 15ページの「実行時の問題」

インストール上の問題
インストールに関する問題はありません。

実行時の問題
次に、Windows 2000プラグインを実行するときに発生することが判明している問題
を示します。

System Data Source Nameタイプのコンポーネン
トの作成時に発生する問題 (6303432)
Data Source Name (DSN)コンポーネントを作成したあとに同じものをもう 1つ作成
しようとすると、com.sun.windows#data source name path の値に次の値が含
まれていることがあります。
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HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\ODBC\ODBC.INI\

このパスに含まれている古い値を使ってチェックインしようとすると、次のエラー
メッセージが表示されます。

Unable to checkin component
Selected item is not a recognized component of the specified type

回避策:正しい DSN値を取得するには、次の手順を実行します。

1. com.sun.windows#data source name path テキストフィールドの値を削除
します。

2. com.sun.windows#data source name path テキストフィールドの右にあ
る「Refresh」ボタンをクリックします。

3. 適切な DSNを選択します。

4. 「Open Highlighted Item」リンクをクリックします。

5. 一覧表示された DSN値の中から 1つを選択します。

6. 「Check In Selected Item」ボタンをクリックします。
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第 3章

Windows 2000プラグインのインス
トールと構成

この章では、Windows 2000プラグインのインストールと構成について説明します。
この章では、次の内容について説明します。

� 17ページの「Windows 2000プラグインの取得」
� 18ページの「Windows 2000プラグインの Sun N1 Service Provisioning System
への追加」

� 19ページの「環境に合わせたソリューションのカスタマイズ」
� 19ページの「アップグレード関連の注意事項」

Windows 2000プラグインの取得
Windows 2000ソリューションは、Sun N1 Service Provisioning Systemソフトウェア
へのプラグインとしてパッケージ化されています。プラグインは、Java™ Archive
(JAR)ファイルにパッケージ化されます。Windows 2000のプラグインファイルは、
Sun N1 Service Provisioning System Supplement CDまたは Sun Download Centerか
ら取得できます。

Windows 2000プラグインは、2つの異なる JARファイルからインポートして入手で
きます。状況に応じて、適切なファイルを選択してください。

� Windows 2000プラグインを初めてインポートする場合は、
com.sun.windows_2.0.jarファイルを入手します。

� Windows 2000プラグインの旧バージョンをすでにインポート済みの場合は、
com.sun.windows_1.1_2.0.jarファイルを入手します。
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Windows 2000プラグインの Sun N1
Service Provisioning Systemへの追加
指定のプラグインを Sun N1 Service Provisioning System製品に認識させるには、プ
ラグインをマスターサーバーにインポートする必要があります。旧バージョンの
Windows 2000プラグインがすでにインストールされている場合は、新しいプラグイ
ンにアップグレードする必要があります。

� ブラウザインタフェースを使用してWindows 2000
プラグインをインポートする
プラグインのインポートまたはアップグレードを行う場合は、『Sun N1 Service
Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』の第 5章「プラグインの管理」に記
載された手順を参照してください。

1. ブラウザインタフェースのメインウィンドウの「Administrative」セクションで、
「Plug-ins」をクリックします。

2. 「Plug-ins」ページの「Action」カラムで、「Import」をクリックします。

3. JARファイルをダウンロードした場所に移動します。

� Windows 2000プラグインを初めてインポートする場合は、
com.sun.windows_2.0.jarファイルを選択します。

� Windows 2000プラグインの旧バージョンをすでにインポート済みの場合は、
com.sun.windows_1.1_2.0.jarファイルを選択します。

4. 「Continue to Import」ボタンをクリックします。

インポートが正常に終了したら、プラグインの詳細ページが現れ、プラグインに
よって提供されるオブジェクトが表示されます。

� CLIを使用してWindows 2000プラグインをイン
ポートする
コマンド行を使用してプラグインをインポートすることも可能です。

� CLIからプラグインファイルをインポートするには、次のように入力します。

% cr_cli -cmd plg.p.add -path plugin-filename -u username -p password

手順

手順
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� Windows 2000プラグインを初めてインポートする場合は、 plugin-filenameに
com.sun.windows_2.0.jarを指定します。

� Windows 2000プラグインの旧バージョンをすでにインポート済みの場合は、
plugin-filenameに com.sun.windows_1.1_2.0.jarを指定します。

環境に合わせたソリューションのカスタ
マイズ
プロビジョニングソフトウェアインタフェースから、指定のフォルダに次のアクセス
許可を与える必要があります。

� /com/sun/windowsフォルダ

� ユーザーが配備する予定のホスト上で、Windows 2000プラグインコンポーネ
ントを使用する配備担当ユーザーに、allow on host set アクセス許可を与
えます。さらに、準備する予定のホスト上で、Windowsホストを準備する予
定のすべてのユーザーにこのアクセス許可を与えます。

� run component procedures アクセス許可は、必要な場合にのみ与えます。
このアクセス許可は、非運用システムでのみ、あるいは信頼される管理ユー
ザーに対して付与することを推奨します。このアクセス許可では、
com.sun.windows#services システムサービスのサービスを直接実行でき
ます。これらのサービスとして、サービスの起動と停止の制御、バッチファイ
ルと cscriptファイルの実行、およびMSIの管理が含まれます。

� /com/sun/windows/jacozoomフォルダ

� 準備する予定のホスト上で、Windowsホストを準備する予定のすべてのユー
ザーに、allow on host set アクセス許可を与えます。

アップグレード関連の注意事項
この節では、アップグレード後にコンポーネントの旧バージョンを表示する場合の手
順について説明します。
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� コンポーネントの旧バージョンにアクセスする
プラグインを新バージョンにアップグレードすると、そのプラグインの「Common
Tasks」ページが更新され、そこに、新しいプラグインバージョンでインストールされ
たコンポーネントへのリンクが表示されます。この機能を使用すると、最新の機能や
改善された機能が含まれているコンポーネントを簡単に確認できます。旧機能に依存
するコンポーネントは、「Common Tasks」ページからはリンクされません。

インストール済みのコンポーネントが見つからない場合、そのコンポーネントはおそ
らくこのプラグインの旧バージョンから作成されています。

このコンポーネントの旧バージョンを表示または使用する場合は、次の手順を実行し
ます。

1. 「Common Tasks」ページで、適切なコンポーネントプロシージャーをクリックし
ます。

「Component Detail」ページが表示されます。

2. 「Component Details」ページで「Version History」をクリックします。

コンポーネントとバージョンのリストが表示されます。

3. 適切なリンクをクリックします。

a. コンポーネントを使って作業を行う場合は、使用するコンポーネントに適用す
るバージョン番号または詳細リンクをクリックします。

b. コンポーネントがインストールされている場所を表示する場合は、「Where
Installed」をクリックします。

手順
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第 4章

Windows 2000プラグインの使用

この章では、Windows 2000アプリケーションおよびファイルを取得し配備する方法
について説明します。この章では、次の情報について説明します。

� 21ページの「Capturing and Deploying Files and Applications」
� 24ページの「コンポーネントタイプ」
� 36ページの「Microsoft Windows Systemサービス」
� 37ページの「拡張コントロールサービス」

Capturing and Deploying Files and
Applications
「Windows common tasks」ページを使用して、次のWindows 2000エンティティ用
のコンポーネントを表示したり作成することができます。

� Windowsアプリケーションは、次の 3タイプに分かれます。

� COM+アプリケーション
� COMオブジェクト
� Microsoft Windowsインストーラファイル (.msi)

� Internet Information Server (IIS)アプリケーションおよびサポートファイルは、次
の 5タイプに分かれます。

� IISアプリケーション
� IIS webサイトまたは仮想ディレクトリ設定
� IISグローバル設定
� ISAPIグローバルフィルタ設定
� ISAPI webサイトフィルタ設定

� その他のWindowsの共通ファイルは、次の 5タイプに分かれます。

� レジストリキー
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� レジストリファイル
� データソース名
� バッチファイル
� スクリプティングホストスクリプト

� Windows 2000ファイルまたはアプリケーションを
取得する
システム間にわたってファイルまたはアプリケーションを配備する前に、このファイ
ルまたはアプリケーションを Sun N1 Service Provisioning Systemソフトウェアに認
識させ、それをコンポーネントに含める必要があります。

注 –実行する一般的な手順は、すべてのコンポーネントタイプで同じですが、詳細手
順は、使用する必要のある実際のタイプによって異なります。

1. 左コントロールパネルの「Common Tasks」セクションの下にあるWindowsアイ
コンを選択します。

2. 作成するコンポーネントタイプの横にある「Create New link」をクリックしま
す。

たとえば、バッチファイルを含むコンポーネントを作成するには、次の手順を実行
します。

a. 「Additional Windows Tasks」セクションに進みます。

b. 「Create New next to Windows Batch File」をクリックします。

3. 「Components Details Edit」ページで、適切な情報を入力します。

たとえば、バッチファイルの場合、次の情報を入力します。

a. コンポーネントの名前を入力します。

b. バッチファイルを入手するホストを選びます。

c. ホストのファイルシステム階層内を移動し、バッチファイルを選択します。

4. 「Check in Selected Item」をクリックします。

コマンド行の使用

コンポーネントは、コマンド行を使用して作成することもできます。コマンドの詳細
については、『Sun N1 Service Provisioning System 5.1コマンド行インタフェー
ス(CLI)リファレンスマニュアル』の「cdb.rsrc:コンポーネントの管理」を参照して
ください。

手順

参考
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� バッチファイル、コマンドファイル、または動的リンクのライブラリファイルな
ど、単純なファイルには、次のコマンドを使用します。cr_cli -cmd
cdb.rsrc.ci -src filename -dst component-name -u username -p password

ここで:

� filenameは、チェックインするファイルの名前になります。
� component-nameには、コンポーネントの名前を指定します。

� COM+アプリケーション、レジストリキー、またはデータソース名など、ブラウ
ズする必要のあるファイルについては、コマンドはより複雑になります。ファイル
をエクスポートした場合、「Exported File Browser」を使用してファイルを
チェックインできます。コマンドでは、sourcePathを指定する必要がありま
す。sourcePathは、このコンポーネントタイプのファイルをブラウズしたとき
にブラウザインタフェースに表示されるパスです。

次の例では、ファイル dsn.n1testからデータソース名をチェックインします。

%> cr_cli -cmd cdb.rsrc.ci
-src exported/dsn.n1test
-dst dsn.n1test
-type ’com.sun.windows#data source name’
-platform ’NM:system#Windows 2000 Server’
-pickerName ’Exported File Browser’
-extraOpts sourcePath=’System DSNn\\1test\\’
-u **** -p ****

� Windows 2000ファイルまたはアプリケーションを
配備する

1. 以下の説明に従って、コンポーネントを取得します。

2. Sun N1 Service Provisioning Systemアプリケーションの「Components」セク
ションへ進みます。

3. 配備するコンポーネントを選択します。

配備するコンポーネントのタイプに応じて、変数を定義したり、あるいはほかの手
順を実行します。最低でも、以下に示す手順は実行します。

4. 「Default:Install」プロシージャーの横にある「Run in the Actions」カラムをク
リックします。

インストールプロシージャーを実行するための「plan details」ページが現れま
す。

5. ターゲットホストを選択します。

ターゲットホストは、配備するコンポーネントを適用するホストになります。たと
えば、Microsoft Windows IISアプリケーションをWindows以外のホストに配備
するのは適切ではありません。

手順
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6. 「Run Plan」をクリックします。

コンポーネントタイプ
ブラウザインタフェースを反映するために、このプラグイン用のコンポーネントタイ
プは、3つの部分にグループ化されています。

� Windowsアプリケーションコンポーネントタイプ
� IISコンポーネントタイプ
� 追加のWindowsコンポーネントタイプ

Windowsアプリケーションコンポーネントタイプ
Windowsアプリケーションコンポーネントタイプは、3タイプあります。

� 24 ページの「COM+ Application コンポーネントタイプ」
� 26 ページの「COM Component コンポーネントタイプ」
� 27 ページの「Microsoft Windows Installer File (*.msi) コンポーネン
トタイプ」

COM+ Application コンポーネントタイプ
このタイプのコンポーネントは、COM+アプリケーションを表します。COM+アプ
リケーションは、1つの単位で扱われます。設定と内容は、グループとしてインス
トールされます。

COM+アプリケーションのブラウザ
COM+アプリケーションをブラウズすると、ターゲットシステム上の COM+アプリ
ケーションがアルファベット順でブラウザに表示されます。

チェックインする単一の COM+アプリケーションを選択することができます。
COM+アプリケーションには子がないため、これを拡張することはできません。

エクスポート/内部ファイル形式
COM+アプリケーションは、COM+ Admin SDKを使用してMicrosoft Windows
Installer (MSI)ファイルにエクスポートされます。

コンポーネントの比較

COM+アプリケーションは、MSIファイルとしてターゲットシステムに再エクスポー
トされ、アプリケーションのインストールに使用されたMSIファイルと比較されま
す。ソフトウェアは、差があることのみを示し、差の詳細は示しません。
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COM+アプリケーションのインストール
� 同じ名前の COM+アプリケーションがターゲットシステムにすでにインストール
されており、サービスとして実行されている場合、既存のアプリケーションは、実
行されている依存サービスと共に停止します。COM+アプリケーションはその
後、COM+カタログから削除されます。

� 新しい COM+アプリケーションは、COM+ Admin SDKを使用してインストール
されます。

� COM+アプリケーションを起動する場合は、startApp呼び出しステップを
使って COM+アプリケーションを手動で起動する必要があります。

COM+アプリケーションのアンインストール

COM+アプリケーションは、COM+ Admin SDKを使用してアンインストールされま
す。

エラー状態

表 4–1 COM+アプリケーションのエラー状態

アクション 状態 結果

インストール 同じ名前の COM+アプリ
ケーションがすでに存在して
おり、それを停止できない
か、依存サービスを停止する
ことができない

インストールに失敗する

アンインストール インストールに使用したMSI
ファイルを利用できない

アンインストールに失敗する

インストールまたはアンイン
ストール

リモートエージェントが管理
特権を持っていない

インストールまたはアンイン
ストールに失敗する

拡張コントロールプロシージャー

表 4–2 COM+アプリケーション拡張コントロールプロシージャー

名前 パラメータ 説明

startApp appName – COM+アプリケー
ションのフルネーム

サービスとして実行される場
合、COM+アプリケーション
を起動する

stopApp appName –停止する COM+ア
プリケーションのフルネーム

COM+アプリケーションとす
べての依存サービスを停止す
る
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表 4–2 COM+アプリケーション拡張コントロールプロシージャー (続き)
名前 パラメータ 説明

stopRouter なし COM+経路制御サービスを停
止する

startRouter なし COM+経路制御サービスを起
動する

installAsUser rsrcSrcPath – COM+アプリ
ケーションの名前

rsrcInstallPath –アプリケー
ションを表す *.msiファイ
ルのパス

userID –アプリケーションを
実行するユーザー

password –ユーザーのパス
ワード

特定のユーザーとして実行さ
れる COM+アプリケーション
のインストールを可能にする

COM Component コンポーネントタイプ
このコンポーネントタイプは、COMファイルを表します。

ブラウズ

このコンポーネントタイプ用のファイルを選択するには、ファイルブラウザから
*.ocxまたは *.dllファイルを選択します。

コンポーネントの比較

COMコンポーネントは、バイナリファイルで、インストール時に使用されたファイ
ルと比較されます。ソフトウェアは差があることのみを示し、差の詳細は示しませ
ん。

COMコンポーネントのインストール

次のコマンド行を使用して、Regsvr32ユーティリティを呼び出し、DLLに COMコ
ンポーネントを登録します。

regsvr32.exe /s file path

COMコンポーネントのアンインストール

次のコマンド行を使用して、Regsvr32ユーティリティを呼び出し、DLLの COMコ
ンポーネントを登録解除します。

regsvr32.exe /s /u <file path>
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DLLが登録解除されたあと、ターゲットシステムから削除されます。

エラー状態

表 4–3 COMコンポーネントのエラー状態

アクション 状態 結果

インストール 指定した .dllまたは .ocx
ファイルに COMコンポーネ
ントが含まれていない

インストールに失敗する

アンインストール 指定した .dllまたは.ocx
ファイルに COMコンポーネ
ントが含まれていない

アンインストールに失敗する

Microsoft Windows Installer File (*.msi) コン
ポーネントタイプ
このタイプのコンポーネントとして、Microsoft Installer (MSI)ファイルが含まれま
す。

ブラウズ

このコンポーネントタイプ用のファイルを選択するには、ファイルブラウザから
*.msiファイルを選択します。

MSIファイルのインストール

Microsoft WindowsインストーラサービスをMSIファイルで呼び出して、ターゲット
システムにインポートするには、次のコマンドを使用します。

misexec /qn /i file path

MSIファイルのアンインストール

Microsoft Windowsインストーラサービスを、インストール時に使用したMSIファイ
ルで呼び出して、パッケージをアンインストールするには、次のコマンドを使用しま
す。

msiexec /qn /x file path

msiexecの実行が完了したあと、MSIファイルは削除されます。
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エラー状態
表 4–4 Microsoft Windowsインストーラファイルのエラー状態

アクション 状態 結果

インストール 指定の *.msiファイルは、
正しいMicrosoft Windowsイ
ンストーラファイルではない

インストールに失敗する

インストール エージェントは、インストー
ルを実行するための正しいア
クセス許可を持っていない

インストールに失敗する

アンインストール パッケージはすでにアンイン
ストールされている

アンインストールに失敗する

IISコンポーネントタイプ
IISコンポーネントタイプは、いくつかの共通情報を共有し、複数のコンポーネントタ
イプで構成されます。

� 28ページの「IISコンポーネントタイプ共通の形式、エラー、機能」
� 30 ページの「IIS Global Filter Settings コンポーネントタイプ」
� 30 ページの「IIS Web Site Filter Settings コンポーネントタイプ」
� 31 ページの「IIS Global Settings コンポーネントタイプ」
� 32 ページの「IIS Website (IIS Virtual Directory) コンポーネントタイ
プ」

� 32 ページの「IIS Website Filter コンポーネントタイプ」

IISコンポーネントタイプ共通の形式、エラー、機能
IISコンポーネントタイプは、共通の実装を共有します。IISメタベースに格納されて
いるデータは、すべての IISコンポーネントタイプでエクスポート、インストール、
および削除することができます。共通の振る舞いを可能にするために、これらのコン
ポーネントタイプは一連の機能、形式、およびエラーを共有しています。

共通 IISブラウザ

IISコンポーネントをブラウズすると、ターゲットシステム上の webサイトおよび仮
想ディレクトリのリストがブラウザに表示されます。これらの項目は、メタデータ
ベースに現れる順に表示されます。これは、IISコントロールパネルに現れる項目の順
序と同じです。このリストの順序は英字順ではありません。

1つの webサイトか仮想ディレクトリを選択できます。webサイトの選択は、再帰的
とみなされます。webサイトをダブルクリックすると、webサイト上の仮想ディレク
トリのリストが表示されます。
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エクスポート/内部ファイル形式

すべての IISタイプは、XML形式を使用して、メタベースのそれらのセクションを格
納します。現行の XML形式は、NTACL ( AdminACLなど)タイプのメタベースプロ
パティをサポートしていません。メタベースの読み取りまたは書き込み時にこのタイ
プのプロパティが見つかった場合、それらは無視されます。さらに、IPSec
(IPSecurityなど)タイプのプロパティは、シリアライズされたオブジェクトとして書
き出されます。これらのオブジェクトは、直接調べている間も、また出力された差分
情報も判読不可能です。

差分

スナップショット時、メタベースの現在の状態が XMLファイルにエクスポートされ
ます。M-I差分時、メタベースは再エクスポートされ、元の XMLファイルと比較さ
れます。これらのファイルの差分生成には、標準の XML differentiatorが使用されま
す。

エラー状態
表 4–5 IISタイプ共通のエラー状態

アクション 状態 結果

インストール/エクスポート IISが存在しないか、バー
ジョンが正しくない

インストール/エクスポートに
失敗する

インストール/アンインス
トール

リモートエージェントが管理
特権を持っていない

インストール/アンインストー
ルに失敗する

IIS webサイトまたは仮想ディレクトリ設定

IIS webサイトまたは仮想ディレクトリのための設定を表します。このコンポーネン
トタイプは、webサイトと仮想ディレクトリのための設定のみを含みます。webサイ
ト上の内容は、別リソースとしてチェックインされなければなりません。

IIS Webサイトまたは仮想ディレクトリのインストール

インストールは、XMLファイルを読み込んで、そのファイルをターゲットシステムの
メタベースにインポートすることで行われます。同じ名前の webサイトが存在する場
合、古い webサイトは上書きされます。システム上に同じ名前の複数の webサイト
が存在する場合、最初に見つかった webサイトが削除され上書きされます。

特殊なケースとして、アンタイプキーまたはノード、および SSL証明書などが含まれ
ますが、それらは配備されません。IIS (SSLCertHashおよび SSLStoreName)中の SSL
証明書に関連する設定がターゲットシステム内に存在する場合、それらは配備時に保
持されます。関連する SSL設定が存在しない場合に、設定が追加されることはありま
せん。
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サイトが配備または再配備されたあとで、セキュリティ保護されたサイトを立ち上げ
るには、IISを再起動する必要があります。

IIS Webサイトまたは仮想ディレクトリのアンインストール

webサイト全体が、ターゲットシステムから削除されます。webサイト上の仮想
ディレクトリは、プロビジョニングソフトウェアによってインストールされたかどう
かにかかわらず、削除されます。設定が仮想ディレクトリ専用の場合、そのディレク
トリのみが削除され、それを含むサイトは削除されません。アンインストールは、名
前の一致によって行われるため、システム上で最初に見つかった同じ名前の webサイ
トがアンインストールされます。このプロセスが完了したら、インストール時に使用
された XMLファイルが削除されます。

IIS Global Filter Settings コンポーネントタイプ
このコンポーネントタイプは、グローバル IISフィルタ設定を表すのに使用されま
す。このコンポーネントタイプは、IISグローバルフィルタのための設定のみを含みま
す。フィルタを実装する実際の DLLは、別にインストールする必要があります。

IISグローバルフィルタのブラウズ

IISグローバルフィルタ設定コンポーネントをブラウズすると、ターゲットシステム上
のグローバルフィルタのリストがブラウザに表示されます。これらのフィルタは、メ
タデータベースに現れる順に表示されます。これは、IISコントロールパネルに現れる
項目の順序と同じです。このリストの順序は英字順では「ありません」。

1つのフィルタを選択することができます。フィルタは展開できません。

IISグローバルフィルタのインストール

インストールは、XMLファイルを読み込んで、そのファイルをターゲットシステムの
メタベースにインポートすることで行われます。同じ名前のフィルタ設定がター
ゲットマシンに存在する場合、既存のフィルタ設定は上書きされます。

IISグローバルフィルタのアンインストール

フィルタ設定は、ターゲットシステム上で削除されます。設定が削除されたら、イン
ストール時に使用された XMLファイルが削除されます。

IIS Web Site Filter Settings コンポーネントタイ
プ
このコンポーネントタイプは、webサイトフィルタのための設定のみを含みます。
フィルタを実装する実際の DLLファイルは、別にインストールする必要があります。
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Webサイトフィルタ設定のブラウズ

IIS webサイトフィルタ設定コンポーネントをブラウズすると、ターゲットシステム
上のグローバルフィルタのリストがブラウザに表示されます。これらのフィルタは、
メタデータベースに現れる順に表示されます。これは、IISコントロールパネルに現れ
る項目の順序と同じです。このリストの順序は英字順では「ありません」。

webサイト用のフィルタリストを表示するには、webサイトを展開する必要がありま
す。チェックインするすべての webサイトフィルタを選択することも、個々のフィル
タを選択することもできます。

webサイトフィルタ設定のインストール

インストールは、XMLファイルを読み込んで、そのファイルをターゲットシステムの
メタベースにインポートすることで行われます。同じ名前のフィルタ設定がター
ゲットマシンに存在する場合、既存のフィルタ設定は上書きされます。

webサイトフィルタ設定のアンインストール

フィルタ設定は、ターゲットシステム上で削除されます。設定が削除されたら、イン
ストール時に使用された XMLファイルが削除されます。

IIS Global Settings コンポーネントタイプ
このコンポーネントタイプは、グローバル IIS設定を表すのに使用されます。

グローバル設定のブラウズ

IISグローバル設定コンポーネントをブラウズすると、ターゲットシステム上の設定の
リストがブラウザに表示されます。これらの設定は、メタデータベースで検索された
順に表示されます。

チェックインする単一の設定を選択できます。設定に子は含まれないため、展開でき
ません。

グローバル設定のインストール

インストールは、XMLファイルを読み込んで、そのファイルをターゲットシステムの
メタベースにインポートすることで行われます。ターゲットシステムに設定が存在す
る場合、その設定は上書きされます。

グローバル設定のアンインストール

グローバル設定はアンインストールできません。アンインストールを行っても、イン
ストール時に使用された XMLファイルが削除されるだけで、ターゲットシステムに
影響はありません。
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IIS Website (IIS Virtual Directory) コンポーネ
ントタイプ
IIS Website (IIS Virtual Directory) コンポーネントタイプは、次の 4 つの
コンポーネントを含む複合コンポーネントタイプです。

� IIS webサイトまたは仮想ディレクトリ設定を含むコンポーネント
� IIS仮想ディレクトリセットを識別するコンポーネント
� IIS webサイトフィルタセットを定義するコンポーネント
� ディレクトリを含むコンポーネント

IIS Website Filter コンポーネントタイプ
IIS Website Filter コンポーネントタイプは、次の 2 つのコンポーネントを含む
複合コンポーネントタイプです。

� IIS webサイトフィルタ設定を含むコンポーネント
� COMオブジェクトを含むコンポーネント

追加のWindowsコンポーネントタイプ
Windows 2000プラグインは、さらにいくつかの追加コンポーネントタイプを提供し
ます。

� 32 ページの「Registry Keys コンポーネントタイプ」
� 33 ページの「Registry File コンポーネントタイプ」
� 34 ページの「Data Source Name コンポーネントタイプ」
� 35 ページの「Microsoft Windows Batch File コンポーネントタイプ」
� 36 ページの「Microsoft Windows Scripting Host Script コンポーネント
タイプ」

Registry Keys コンポーネントタイプ
このコンポーネントタイプは、レジストリキーとその関連値を表すのに使用されま
す。

ブラウズ

レジストリキーを探しブラウズすると、ターゲットシステム上の主レジストリルート
からのレジストリキーのリストが、ブラウザに表示されます。主レジストリルートに
は、HKEY_LOCAL_MACHINE、HKEY_CLASSES_ROOT、
HKEY_CURRENT_USER、HKEY_USERS、および HKEY_CURRENT_CONFIGが含
まれます。これらの項目は、レジストリに表示される順に現れます。

チェックインする個々のキーを選択できます。キーを選択すると、キーとそのすべて
の子がチェックインされます。キーをダブルクリックすると、値が見つかるまで下方
向に再帰的にチェックされます。値の名前は表示されますが、その内容は表示されま
せん。値は、個別にエクスポートできます。
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エクスポート/内部ファイル形式

レジストリキーは、XMLファイルにエクスポートされます。

レジストリキーのバージョン間の違い

スナップショットの実行時、レジストリキーの現在の状態 (キーの子を含む)が XML
ファイルにエクスポートされます。差分チェック時、レジストリキーは再エクスポー
トされ、元の XMLファイルと比較されます。これらのファイルの差分生成には、標
準の XML difference comparatorが使用されます。

レジストリキーのインストール

レジストリを表す XMLファイルは、execJavaステップを使用して、読み取られて
ターゲットシステムにインポートされます。値がターゲットシステムにすでに存在す
るキーは、すべて上書きされます。

レジストリキーのアンインストール

execJava実装は、エクスポートされたキーのルートを調べ、その下のすべてのキー
と値を削除します。そのルートが値の場合は、それも削除されます。

エラー状態
表 4–6レジストリキーのエラー状態

アクション 状態 結果

インストールまたはアンイン
ストール

リモートエージェントが管理
特権を持っていない

インストールまたはアンイン
ストールに失敗する

Registry File コンポーネントタイプ
このコンポーネントタイプのコンポーネントには、レジストリファイル (*.reg ) が
含まれています。レジストリファイルとは、レジストリメタベースに追加またはメタ
ベースから削除するキーおよび値を指定するテキストファイルです。

注 –プロビジョニングソフトウェアは、レジストリファイルのバージョン間の違いを
比較しません。レジストリファイル間の違いを見るには、代わりに Registry Keys
コンポーネントタイプを使用します。

レジストリファイルのブラウズ

このコンポーネントタイプ用のファイルを選択するには、ファイルブラウザから
*.regファイルを選択します。
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レジストリファイルのインストール

Regedit /s file path は、*.reg ファイルで呼び出され、その変更内容をレジストリ
に書き込みます。

レジストリファイルのアンインストール

アンインストールでは、インストール時に使用した *.regファイルだけが削除され
ます。レジストリファイル内のレジストリキーは削除されません。レジストリのアン
インストールを有効にするにはRegistry Keys タイプを使用します。

エラー状態

表 4–7レジストリファイルのエラー状態

アクション 状態 結果

インストール 指定した *.regファイル
が、regeditのための正しい形
式ではない

インストールに失敗する

インストール *.regファイルで指定された
レジストリセクションへの書
き込みアクセス許可をエー
ジェントが持っていない

インストールに失敗する

Data Source Name コンポーネントタイプ
このタイプのコンポーネントは、データベースに接続するための ODBC設定を表しま
す。これらの設定は、システム上の「Data Source Administrator」コントロールパネ
ルで変更できます。実際の設定は、レジストリ内の特定の場所に格納されます。その
結果、Data Source Name (DSN)リソースタイプが、Registry Keysリソースタイプの
上に構築されます。DSNインストール、エクスポート、およびアンインストール機能
は、Registry Keyリソースハンドラーが提供する機能を直接使用します。DSNブラウ
ザは Registryブラウザと似ており、「Data Source Administrator」コントロールパネ
ルに近い機能を提供します。

DSNファイルのブラウズ

DNSコンポーネントをブラウズすると、ターゲットシステム上の主レジストリルート
からの DNSファイルのリストが、ブラウザに表示されます。DSNルートには、User
と Systemが含まれます。DSNファイルはアルファベット順に表示されます。

チェックインする個々の DSNファイルを選択できます。Systemおよび Userルート
をダブルクリックすると、含まれている DSNエントリが表示されます。
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エクスポート/内部ファイル形式

エクスポートでは、レジストリ階層の同じレベルにある「ODBC Data Sources」キー
内の同じ名前の値だけでなく、DSN設定をすべて含むキーをエクスポートします。

DSNファイルのアンインストール

DSNのアンインストールは、レジストリのアンインストールに基づいています。削除
されるパスは、利用可能な DSN設定を表示するために DSNユーザーインタフェース
が使用するキーではなく、DSN設定を含むキーであることに注意してください。同様
に、このキーを削除するための特殊なロジックがあります。このプロセスのセマン
ティクスは、レジストリアンインストールのセマンティクスとわずかに異なります
が、両プロセスとも同じエグゼキュータを使用します。

エラー状態

DSNシステムコンポーネントは、レジストリシステムコンポーネントのインストール
メソッドを直接呼び出します。実装に関する情報や起きる可能性のあるエラーについ
ては、32 ページの「Registry Keys コンポーネントタイプ」を参照してください。

Microsoft Windows Batch File コンポーネントタイ
プ
このコンポーネントタイプのコンポーネントには、Windowsのバッチファイル
*.bat かコマンドファイル *.cmd が含まれています。

ブラウズ

このタイプのコンポーネントを作成する場合、*.batまたは*.cmd拡張子が付く
ファイルのみを表示するようにファイルブラウザを設定できます。

エラー状態

表 4–8 Microsoft Windowsバッチファイルのエラー状態

アクション 状態 結果

インストール 指定したバッチファイルが有
効なバッチファイルでない
か、エラーが含まれている

インストールに失敗する
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Microsoft Windows Scripting Host Script コン
ポーネントタイプ
このタイプのコンポーネントは、Microsoft Windows scripting host (WSH)スクリプ
トを含みます。これらのファイルは、vbscript (*.vbs) か jscript ( *.js) で作
成されるテキストファイルです。これらのファイルは、XMLプロジェクトファイル
(*.wsf)に含まれることもあります。

Scripting Hostスクリプトのブラウズ

このタイプのコンポーネントを作成する場合、*.js、 *.vbs、または *.wsf 拡張子
が付くファイルのみを表示するようにファイルブラウザを設定できます。

Scripting Hostスクリプトのアンインストール

このタイプのコンポーネントをアンインストールすると、スクリプトファイルはター
ゲットホストから削除されます。ただし、そのスクリプトが実行したアクションは取
り消されません。

エラー状態
表 4–9 Microsoft Windows Scripting Hostスクリプトのエラー状態

アクション 状態 結果

インストール 指定されたファイルは、有効
な *.wsfファイルではあり
ませんん。または、エラーを
含んでいます。

インストールに失敗する

Microsoft Windows Systemサービス
Microsoft Windows System Componentは、特定のコンポーネントタイプと関連する
windowsシステム以外に、異なる windowsシステムと対話するためのユーティリ
ティを提供します。プラグインは、次の 5つのWindows特有のシステムサービスを
含みます。

� com.sun.windows#COM+ application services
� com.sun.windows#data source name services
� com.sun.windows#metabase services
� com.sun.windows#registry key services
� com.sun.windows#services
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拡張コントロールサービス
拡張コントロールサービスは、リソースまたはコンポーネントと関連するソフト
ウェアオペレーティングを行うプロシージャーです。これらのサービスは、Microsoft
IIS Web Serverの起動と停止のためのサービスと、特定のMicrosoft Windowsサービ
スの起動と停止のためのサービスを含みます。プロビジョニングソフトウェアは、2
組の拡張コントロールサービスを含みます。これらは、個々のリソースタイプに特有
ではありません。

� 一般目的のコントロールサービス。任意のコンポーネントまたはプランから呼び出
されます。

� リソースタイプ特有のコントロールサービス。リソースの特定のタイプに関連付け
られ、これらのリソースタイプを持つリソースを含むコンポーネントまたはプラン
からのみ呼び出されます。

一般目的のコントロールサービスには、Microsoft Windowsサービスの起動と停止の
ための機能が含まれます。これらのコントロールサービスは、任意のコンポーネント
またはプランから呼び出すことができます。

リソースタイプ特有のコントロールサービスの例として、COM+ Applicationリソー
スタイプで含まれる startRouter プロシージャーがあります。このプロシージャー
は、COM+経路制御サービスを起動します。このサービスは、COM+ Applicationリ
ソースタイプのリソースとのみ動作します。

IIS用の拡張コントロールサービス
以下の表は、IISを制御するプロシージャーを示しています。

表 4–10 IISを制御する組み込みプロシージャー

名前 パラメータ 説明

stopIIS なし IISプロセスの停止

startIIS なし 起動していない場合、IISを再
起動する

Microsoft Windowsサービス用の拡張コントロー
ルサービス
コンポーネントまたはプランは、特定のMicrosoft Windowsサービスを含むことがあ
ります。

次の表は、Microsoft Windowsサービスを制御するプロシージャーを説明していま
す。
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表 4–11 Microsoft Windowsサービスを制御する組み込みプロシージャー

名前 パラメータ 説明

stopService serviceName –停止するサービ
スの名前

サービスを停止する

startService serviceName –起動するサービ
スの名前

Microsoft Windowsサービス
を起動する
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